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要 約 

鉄は酸素供与体であり、体内鉄の上昇はがんのリスクを増加させるかもしれない。疫学的エビデ

ンスは混然としているものの、この可能性はおおむね支持されている。加えて同じく酸化能のため、

体内鉄のレベルは放射線感受性を変化させるかもしれない。本研究では、日本の原爆被爆者に

おける乳がんのコホート内症例対照研究を行った。成人健康調査集団から得られた保存血清標本

のフェリチンを測定し、フェリチンと放射線量の乳がんリスクに対する統計解析を行った。血清フェリ

チンは、健康な人における体内鉄レベルの最良の指標である。症例 107 人と対照 212 人が解析可

能であった。乳がんの相対リスクは、フェリチン 1 対数単位増加につき 1.4（95％信頼区間 1.1–1.8）

であった。これは対照の四分位の高値と低値（それぞれ 58 および 13.2 ng/mL）を比較した相対リス

ク 1.64 と読み替えることができる。これらの結果は、体内貯蔵鉄の上昇が乳がんリスクを増加させる

という仮説を支持するものである。しかし、体内鉄が放射線誘発の乳がんリスクを変化させるか否か

の疑問については結論は出なかった。 
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